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用　 味　 に　 内　 を　 況　 馬　 指　 本
下　 の　 な　 各　 作　 測　 の　 定　 年
さ　 あ　 れ　 図　 成　 量　 富　 文　 二
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新
刊
頒
布
中
！

文
化
財
に
関
す
る
左
記
の
資
料
を
新
た
に
刊

行
し
ま
し
た
。
郷
土
資
料
室
・
区
民
情
報
ひ
ろ

ば
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
図
書
館
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

◎
練
馬
の
寺
院
　
改
定
版
　
二
八
〇
円

◎
練
馬
区
小
竹
二
丁
目
遺
跡
　
二
二
〇
〇
円

◎
練
馬
の
民
具
目
録
1
　
衣
・
食
・
住
編一
四
〇
〇
円

平
成
七
年
度

練
馬
区
指
定
・
登
録
文
化
財
を
決
定
！

区
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
を
守
り
、

後
世
に
引
き
継
い
で
行
く
た
め
に
、
毎
年
文
化

財
の
指
定
・
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
七

年
度
は
、
つ
ぎ
の
九
件
を
新
た
に
指
定
・
登
録

し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。力持ち惣兵衛の馬頭観音

北町聖観音座像　　　　　本寿院のみくじ道具

＜指定文化財＞

種 別 名　　　 称 所 在 地 ・所 有 者 概　　　 要

文 有 御 府 内 井 村 方 旧 記 平 和 台 1－3 2－3 天 正 1 8 年 （1 5 9 0 ）の 徳 川 家 康

化
財 形

内 田 岩 松 江 戸 入 府 か ら文 化 1 3年 （1 8 1 6）

ま で の 江 戸 府 内 と下 練 馬 村 の
出 来 事 を 記 した年 代 記 。

文 有
化 形 北 町 聖 観 音 座像 北 町 3－2 8北 町 観 音 堂

天 和 2 年 （1 6 8 2 ）の 制 作 で 、

像 高 1 0 7 cm 、 総 高 2 7 0 皿 。 区

財 民

俗

北 町 二 丁 目町 会 内 に残 る 最 大 規 模 の 観 音 像 で

台 座 に は 近 隣 の 地 名 を 刻 む 。

＜登録文化財＞

種別 名　　　 称 所在地 ・所有 者 概　　　　　　 要

有

三宝寺 山 門 石神井 台 1－15－6 切妻 造 り、瓦棒 鋼板葺 き。

宗 教法人　 三宝 寺 江戸後 期の建築物 。

井 口栄 一家文 書 関町南 4－5 －32 江 戸 時代の開村 の様相 や近

形
文

化
財

井 口栄一 代の 当地域の生活 などが窺え

る文書 類約 70点 。

小美濃 英男家 文書 大泉学 園町 2－2 3－65 江 戸 時代の小 樽村 の村政や

小美濃英 男 近代 の大泉村 の行政、教 育 な
どが窺 え る。

高 稲荷 遺跡 出土の 旧石器 練馬 区郷 土資料 室 昭和 6 1年～ 62 年 に発 掘 した
練馬 区教 育委員 会 高稲荷 遺跡 （桜 台 6－25 ） の 出

土の 旧石器 466 点 。

史 田柄用水記 念碑 田柄 4－2 7－5 明治 2 6年（1893 ）に建 て られ
跡 宗教法人　 天祖 神社 た玉川上 水分水 記念碑 。

文有
化形

財民
俗

本 寿院 のみ く じ道 具 早宮 2－2 6－11 み くじ箱、 み くじ箪笥 、版

宗教法人　 本寿 院 木箪笥 か らなるみ くじ道具一
式。

力持 ち惣 兵衛 の馬 頭観音 大泉学 園町 最大 長 50 cm で 、若者 の力 だ

2－27－14地 先 め しに使われ た力石が 馬頭裡
加藤 ひで 音 にな った例 は区 内唯一 。



第30号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成8年（1996）6月

郷土資料室収蔵品シリーズ　第22回

角
行
燈
と
有
明
行
燈

行
燈
は
、
油
用
燈
火
具
の
一
種
で
、
室
町
時

代
に
使
わ
れ
始
め
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
携
行
用

で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
、
立
方
体
の
枠
に
紙
を

貼
り
、
底
辺
に
油
皿
を
置
き
、
上
部
に
取
っ
手

を
つ
け
て
手
に
さ
げ
て
持
ち
運
ん
だ
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
蝋
燭
の
出
現
に
よ
り
手

燭
や
提
燈
が
携
行
用
燈
火
具
と
し
て
普
及
し
た
。

そ
の
た
め
、
行
燈
を
持
ち
歩
く
こ
と
が
す
た
れ
、

も
っ
ぱ
ら
屋
内
燈
火
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

写
真
（
左
）
の
角
行
燈
は
、
丸
行
燈
と
と
も

に
屋
内
燈
火
具
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
抽

皿
の
周
囲
に
長
方
形
の
枠
が
作
ら
れ
、
こ
れ
に

紙
を
貼
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
紙
を
貼
っ

た
部
分
を
火
袋
と
よ
ん
だ
。
火
袋
は
、
風
で
燈

火
が
吹
き
消
さ
れ
た
り
、
揺
れ
動
い
た
り
す
る

の
を
防
ぐ
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
紙
を

通
し
た
明
か
り
は
、
や
わ
ら
か
さ
と
と
も
に
広

い
範
囲
に
明
る
さ
を
と
ど
け
る
の
に
も
役
立
っ

た
。

湧
水
・
カ
タ
ク
リ
の
里
の
文
化
財

大
泉
町
周
辺
の
文
化
財
を
訪
ね
て

文
化
財
保
護
推
進
員
　
瓜
　
生
　
　
活

写
真
（
右
）
の
有
明
行
燈
は
、
寝
室
用
の
行

燈
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
寝
室
の

枕
元
に
置
い
て
終
夜
、
と
も
し
続
け
た
も
の
で

あ
る
。方
形
の
枠
の
正
面
が
差
し
込
み
蓋
式
に
な
っ

て
い
て
開
閉
が
で
き
る
。
こ
の
蓋
を
上
げ
下
げ

し
て
注
油
や
点
火
し
て
い
た
。

角
行
燈
が
木
枠
だ
け
の
構
造
な
の
に
比
べ
、

有
明
行
燈
は
、
外
側
が
箱
型
の
鞘
で
覆
わ
れ
て

い
る
。
覆
い
に
は
、
三
日
月
・
満
月
・
そ
の
他

の
模
様
の
切
り
抜
き
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
燈
火
の
明
る
さ
を
調
節
す
る
た
め

で
あ
る
。
使
用
す
る
場
所
が
寝
室
で
あ
る
の
で
、

高
い
照
度
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
箱
に
切
り
抜
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
か

ら
洩
れ
る
光
を
楽
し
む
粋
な
つ
く
り
に
な
っ
て

い
る
。
上
部
に
は
取
っ
手
が
つ
け
ら
れ
持
ち
運
び
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

家
具
謝
度
品
と
し
て
の
装
飾
性
も
重
ん
じ
ら

れ
、
箱
全
体
を
黒
や
朱
で
塗
り
あ
げ
た
風
雅
な

も
の
も
あ
っ
た
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
白
子
川
に
沿
っ
て

歴
史
と
民
俗
が
織
り
な
し
て
き
た
大
泉
町
も
、

こ
の
四
〇
年
で
、
す
っ
か
り
変
貌
し
て
し
ま
っ

た
。
放
射
七
号
線
が
走
り
、
関
越
自
動
車
が
東

西
を
横
断
し
、
近
年
ま
た
東
京
外
か
く
環
状
道

路
が
貫
通
し
た
。
し
か
し
、
同
地
域
に
は
今
な

お
多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

但
し
、
紙
数
の
都
合
の
た
め
、
大
泉
町
南
西

部
に
も
、
閣
魔
像
・
十
王
像
・
檀
撃
像
が
あ
る

教
学
院
、
伊
賀
衆
奉
納
の
水
盤
・
鳥
居
が
あ
る

氷
川
神
社
、
谷
（
八
）
の
釜
の
湧
き
水
な
ど
見

所
が
多
い
が
、
今
回
は
大
泉
町
北
東
部
の
文
化

財
に
つ
い
て
白
子
川
に
沿
っ
て
探
訪
し
た
い
。

土
支
田
二
丁
目
の
バ
ス
停
で
下
車
し
、
坂
を

下
る
と
清
水
山
憩
い
の
森
の
入
口
に
出
る
。
森

に
は
二
〇
万
株
も
の
カ
タ
ク
リ
が
自
生
し
て
い

る
。
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
カ
タ
ク
リ
が
自
生

し
て
い
る
例
は
都
内
で
は
珍
し
く
、
カ
タ
ク
リ

群
落
は
区
の
登
録
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る
。

カ
タ
ク
リ
の
開
花
期
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と

ほ
ぼ
同
じ
三
月
下
旬
か
ら
四
月
下
旬
で
、
こ
の

時
期
に
は
た
く
さ
ん
の
見
学
者
が
訪
れ
る
。
晴

れ
た
日
に
は
特
に
清
楚
な
カ
タ
ク
リ
の
花
を
斜

面
の
狭
い
園
路
で
し
ゃ
が
ん
で
見
た
り
、
万
葉

の
堅
香
子
の
花
の
清
水
を
思
わ
せ
る
湧
き
水
の

ほ
と
り
で
撮
影
や
写
生
を
し
た
り
す
る
人
で
終

日
賑
わ
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
人
波
の
大

半
が
カ
タ
ク
リ
の
花
を
見
終
え
る
と
帰
途
を
急

ぐ
の
で
あ
る
。
清
水
山
の
す
ぐ
下
を
流
れ
る
白

子
川
に
沿
っ
て
、
少
し
で
も
歩
け
ば
思
い
も
か

け
な
い
素
晴
ら
し
い
景
観
や
文
化
財
に
親
し
め

る
と
い
う
の
に
ー
・

清
水
山
憩
い
の
森
か
ら
白
子
川
の
左
岸
を
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
下
中
里
橋
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
南
に
三
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
進
み
、

左
に
折
れ
小
径
を
歩
く
と
稲
荷
山
憩
い
の
森
の

湧
き
水
に
た
ど
り
着
く
。
湧
き
水
の
右
崖
上
に

目
を
転
じ
る
と
豊
楽
園
碑
が
立
っ
て
い
る
。
稲

荷
山
は
、
昭
和
七
年
に
山
主
加
藤
氏
の
厚
意
で

一
般
に
閑
放
さ
れ
、
か
つ
て
豊
楽
園
と
よ
ば
れ

稲荷山憩いの森の湧き水

2
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る
行
楽
地
で
あ
っ
た
。
湧
き
水
を
あ
と
に
し
て

区
内
の
憩
い
の
森
と
し
て
は
最
も
広
い
稲
荷
山

を
散
策
す
る
と
、
森
の
東
側
の
一
角
に
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
の
題
目
塔
な
ど
三
基
の
石
造

物
に
行
き
当
た
る
。
こ
こ
は
か
つ
て
三
十
番
神

の
お
堂
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
森

の
中
を
進
む
と
、
土
支
田
八
幡
宮
が
見
え
て
く

る
。
八
幡
宮
の
森
は
区
内
で
は
珍
し
い
杉
樹
群

で
あ
る
。

土
支
田
八
幡
宮
は
、
地
元
の
人
に
か
つ
て

「
俵
久
保
の
天
神
様
」
と
よ
ば
れ
、
主
神
に
菅

原
道
真
命
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
、
現
在
の

社
名
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
と
き
相
殿
神
で
あ
っ

た
誉
田
別
命
　
を
主
神
と
し
、
菅
原
道
真
命
を

相
殿
神
と
し
た
。
参
道
入
口
の
井
戸
は
南
極
井

戸
と
よ
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
社
の
宮
司
島
義

武
が
白
瀬
中
尉
南
極
探
検
隊
に
事
務
長
と
し
て

加
わ
り
、
南
極
か
ら
持
ち
帰
っ
た
氷
を
こ
の
井

戸
に
入
れ
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
拝
殿
右

手
に
は
、
新
田
義
貞
の
家
臣
篠
塚
伊
賀
守
が
戦

勝
祈
願
し
て
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
伊
賀
の

松
」
の
切
り
株
が
あ
る
。
ま
た
境
内
に
は
文
化

七
年
（
一
八
一
〇
）
の
馬
頭
観
音
、
第
六
天
な

ど
の
石
造
物
が
あ
る
。

土
支
田
八
幡
宮
を
あ
と
に
し
て
、
川
に
向
か

い
坂
を
下
る
と
、
八
坂
小
学
校
・
中
学
校
の
間

の
桜
並
木
や
川
に
か
か
る
八
坂
歩
道
橋
付
近
の

桜
が
美
し
い
。
小
学
校
・
中
学
校
の
手
前
を
右

に
行
く
と
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
創
業
の

山
八
水
車
に
出
る
（
非
公
開
）
。

次
に
白
子
川
の
右
岸
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

清
水
山
憩
い
の
森
を
出
て
、
土
支
田
二
丁
目
の

バ
ス
停
と
は
逆
方
向
に
歩
き
坂
を
下
る
と
、
別

荘
橋
に
至
る
。
こ
こ
か
ら
少
し
歩
く
と
、
右
手

に
八
坂
神
社
の
鳥
居
が
見
え
る
。
八
坂
神
社
は

天
王
社
と
よ
ば
れ
午
頑
天
王
が
祭
神
で
あ
っ
た

が
、
明
治
維
新
時
に
祭
神
を
須
佐
之
男
命
に
改

め
、
社
名
を
八
坂
神
社
と
変
更
し
た
。
神
社
の

石
段
下
に
は
、
区
内
で
は
有
数
の
大
き
さ
を
誇

る
カ
ヤ
の
木
が
あ
る
。
正
面
本
殿
の
右
手
前
に

あ
る
額
殿
に
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の

も
の
な
ど
古
い
絵
馬
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
祭
礼
の
日
に
は
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
中
里
嚇
子
が
演
じ
ら
れ
る
。

八
坂
神
社
の
右
手
に
は
、
中
里
富
士
と
呼
ば

れ
る
富
士
塚
が
あ
る
。
高
さ
約
一
二
メ
ー
ト
ル
、

径
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
約
四
〇
基
の
石
造
物
を

配
す
る
区
内
で
最
大
級
の
富
士
塚
で
あ
る
。
富

士
講
の
講
社
の
一
つ
で
あ
る
丸
吉
講
に
よ
っ
て
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
築
造
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
で
は
地
元
の
中
里
富
士

講
に
よ
っ
て
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
毎
年

八
月
朔
日
に
は
お
山
開
き
が
行
わ
れ
、
お
山
の

清
掃
や
植
木
の
刈
り
込
み
が
行
わ
れ
る
。
な
お
、

中
里
の
富
士
塚
は
区
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い

る
。八
坂
神
社
か
ら
西
に
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
所
に
大
泉
第
一
小
学
校
が
あ
り
、
校
門
右
側

に
「
尾
張
殿
鷹
場
碑
」
が
あ
る
。
元
は
大
泉
学

園
町
の
東
北
端
に
あ
っ
た
も
の
で
、
旧
所
在
地

が
尾
張
徳
川
家
の
鷹
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
校
地
は
、
教
学
院
の
前
身
で
文
永
五

年
（
一
二
六
八
）
閑
剣
と
伝
え
ら
れ
る
永
福
寺

の
故
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
観
応
三

年
（
三
豆
二
）
の
「
武
蔵
野
合
戦
」
で
新
田

義
宗
に
従
い
足
利
尊
氏
に
放
れ
た
庄
氏
一
族
の

屋
敷
跡
は
、
校
地
一
帯
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
建
設
に
先
立

ち
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
、
学
校
の
東
側
か
ら

は
周
溝
墓
・
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
、
多
量
の
貴

重
な
遺
物
が
出
土
し
た
。

八
坂
神
社
に
戻
り
、
参
道
手
前
の
小
径
を
東

に
進
み
、
不
動
堂
を
経
て
、
さ
ら
に
数
百
メ
ー

ト
ル
は
ど
行
く
と
、
八
坂
台
児
童
公
園
の
右
に

出
る
。
園
内
の
水
の
流
れ
は
湧
き
水
を
利
用
し

た
も
の
で
、
中
里
幼
稚
園
崖
下
に
見
え
る
池
が

水
源
で
あ
る
。

中里の富士塚
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………・古文書の上手な保存の仕方②　封筒と保存箱

古
文
書
に
と
っ
て
、
ホ
コ
リ
・
チ
リ
や
紫
外

線
は
劣
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
古
文
書
を
封
筒
に
い
れ
て
保
管
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
封
筒
詰
め
し

た
古
文
書
を
収
納
箱
に
入
れ
て
保
管
す
れ
ば
、

封
筒
と
箱
と
い
う
二
重
の
保
護
膜
に
よ
っ
て
守

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
枚
ご
と
に
封
筒

に
入
れ
れ
ば
整
理
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
古
文
書
を
挿
入
す
る
封
筒
に
は
、

少
し
注
意
し
て
下
さ
い
。
せ
っ
か
く
古
文
書
を

封
筒
に
入
れ
て
も
密
接
し
て
い
る
封
筒
が
劣
化

し
ま
す
と
、
古
文
書
は
表
面
か
ら
劣
化
し
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
封
筒
は
劣
化
し
に
く
い
性
質

の
も
の
を
使
用
す
る
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
封
筒
が
劣
化
し
に
く
く
、

古
文
書
を
保
管
す
る
の
に
適
当
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
紙
の
性
質
の
面
か
ら
考
え
ま
す
。
酸
性
紙

の
封
筒
の
場
合
、
紙
に
含
ま
れ
て
い
る
酸
性
物

質
が
紙
の
劣
化
を
著
し
く
促
進
し
ま
す
。
こ
の

点
、
中
性
紙
は
劣
化
し
に
く
い
特
徴
を
も
ち
、

古
文
書
を
保
存
す
る
の
に
は
中
性
紙
封
筒
が
最

適
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
紙
は
一
般
的
に
、
質

が
良
い
も
の
ほ
ど
、
寿
命
が
長
く
、
劣
化
は
遅

く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
古
文
書
の
保
管
に

は
な
る
べ
く
質
の
高
い
紙
で
作
ら
れ
た
封
筒
を

使
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
ま
す
と
、
古
文
書
の

保
管
に
理
想
的
な
封
筒
は
上
質
の
中
性
紙
製
の

も
の
と
い
え
ま
す
。
公
文
書
館
や
博
物
館
で
は
、

古
文
書
の
保
管
に
中
性
紙
封
筒
を
使
用
す
る
の

が
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
中

性
紙
封
筒
は
あ
ま
り
市
販
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個

人
で
は
な
か
な
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
個
人
宅

で
古
文
書
を
保
管
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
限

界
は
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
質
の
高
い
封
筒

を
使
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

つ
ぎ
に
、
古
文
書
の
保
存
箱
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
古
文
書
を
保
存
箱
に
収
納
す
る
と
き
、

密
封
性
を
高
く
し
て
下
さ
い
。
保
存
箱
の
密
封

性
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
古
文
書
の
劣
化
の

要
因
と
な
る
ホ
コ
リ
・
チ
リ
・
虫
や
紫
外
線
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
存
箱
の
側
面

に
、
持
ち
運
び
用
の
穴
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
穴
か
ら
ホ
コ
リ
や
虫
類
が
侵
入
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

保
存
箱
と
し
て
良
い
の
は
キ
リ
の
箱
で
、
防

虫
効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
開
発
さ
れ
た
中

性
紙
製
の
保
存
箱
も
良
い
も
の
で
す
。
先
ほ
ど
、

お
話
し
た
よ
う
に
中
性
紙
は
劣
化
し
に
く
く
、

中
の
古
文
書
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
で

す
。
し
か
し
、
個
人
で
は
や
は
り
入
手
し
に
く

い
の
で
、
同
じ
く
腐
食
の
心
配
が
な
い
ポ
リ
製

の
容
器
等
（
ク
ッ
パ
ー
）
　
で
代
用
す
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
は
、
強
度
を
保

つ
た
め
鉄
粉
が
紙
に
入
っ
て
お
り
、
普
通
の
紙

よ
り
早
く
劣
化
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
を
保
存
箱
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
古
文
書
を
中
性
紙
封
筒
な
ど
に
入
れ
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
と
古
文
書
が
直
に
接
し
な
い
よ

う
に
す
る
事
が
大
切
で
す
。

新
推
進
員
の
紹
介

平
成
八
年
二
月
か
ら
、
新
た
に
文
化
財
保
護

推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
た
蟻
川
葉
子
氏
に
抱
負
を

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
石
神
井
町
、
高

野
台
、
谷
原
、
土
支
田
の
一
部
担
当
）

か
つ
て
は
田
畑
の
広
が
る
風
景
が
多
く
見
ら

れ
た
練
馬
区
も
、
都
市
化
の
波
を
う
け
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
車
の
往
来
の

激
し
く
な
っ
た
旧
街
道
筋
や
旧
農
道
に
、
今
も

供
花
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
お
地
蔵
様
や
庚
申

塔
に
出
会
う
時
、
人
々
の
信
仰
の
息
吹
を
感
じ
、

心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

路
傍
の
石
造
物
の
よ
う
に
私
達
に
最
も
身
近

な
文
化
財
が
健
在
な
の
は
、
大
切
に
守
っ
て
下

さ
る
方
々
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
心
か
ら
頑
が
下

が
る
思
い
で
す
。
伝
統
あ
る
茅
葺
き
の
建
造
物

等
も
所
有
す
る
方
々
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
努
力
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
身
近
な
文
化
財
を
巡
回

す
る
お
役
目
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
巡
回
を
通
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
、

今
に
残
る
年
中
行
事
や
信
仰
等
に
つ
い
て
、
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
文
化
財
保

護
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
祖
先
か
ら
の
贈
り
物
に
関
心
を
持
ち
大
切

に
し
て
い
く
心
が
、
住
む
町
へ
の
親
し
む
思
い

を
深
め
、
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
指
定
天
然
記
念
物
「
練
馬
区
白
山
神
社
の
大
ケ
セ
キ
」一
株
が
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た

白
山
神
社
（
練
馬
四
－
二
）
境
内
に
は
拝
殿

前
と
階
段
下
に
二
株
の
大
ケ
ヤ
キ
が
成
育
し
て

い
ま
す
。
昭
和
一
五
年
に
拝
殿
前
の
ケ
ヤ
キ
は

国
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
八
年
三
月
二
九
日
、
階
段
下
の
ケ
ヤ
キ
も

追
加
指
定
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
追
加

指
定
で
は
、
二
株
が
成
育
す
る
土
地
三
七
五
．

五
平
米
が
管
理
地
域
と
な
り
、
成
育
環
境
を

守
っ
て
い
く
土
地
と
な
り
ま
し
た
。

区
で
は
腐
朽
対
策
や
土
壌
改
良
を
実
施
し
て
、

保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
根
本
付
近

を
踏
み
固
め
な
い
な
ど
の
注
意
を
す
る
こ
と
で

大
切
な
文
化
財
を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
役
割
を
担
っ
て
い
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
追
加
指
定
木
　
幹
周
八
m
　
樹
高
一
九
m
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